論文以外のコンテンツ by unknown
論文以外のコンテンツ
雑誌名 dialogos
号 6
発行年 2006-03
URL http://id.nii.ac.jp/1060/00005003/
Creative Commons : 表示 - 非営利 - 改変禁止
http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/deed.ja
ISSN　1346－3101
dlal◎9◎s
遠藤祥雄教授　　　　　　　退任記念号大塚賀弘教授
麟鐵雛義撚蘂．　態鰻驚
　　東洋大学文学部紀要　第59集
英語コミュニケーション学科篇
　　　　　　第6号
dlal◎r◎s
　　　　　　　　　　　　、幅ぷ騨遥
　　　　　　　　第6号
　　　　遠藤祥雄教授　　　　　　　　　　　　　　退任記念号　　　　大塚賀弘教授
1．遠藤祥雄先生との20年　　　　　　　　　鈴木
2．白山台での40年　　　　　　　　　　　遠藤
3．遠藤祥雄教授の略歴と主な研究業績
4．大塚賀弘先生を送る　　　　　　　　　　山中
5．構造言語学と認知言語学
　　　　　の中を生きた半世紀　　　　　　大塚
6．大塚賀弘教授の略歴と主な研究業績
???
???
??????
　　東洋大学文学部紀要　第59集
英語コミュニケーション学科篇
?
次
遠藤祥雄教授退任記念……………・…・…・…………・…・・……………・…・・…
大塚賀弘教授退任記念…………・・……・……………・…・・…・……………・・…
One　Nation、　One　Language　　　　　　　　　　　t手：田川　　日青　義…………
Englit　h　Plus　and　Two　Way　Immersion　　　　宇田川　晴　義…………
文体としての「科学技術英語」　　　　　　　大　塚　賀　弘…………
Asian　Cultural　Backgrounds　for　lnternational　Technical　Communicatlon
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Yoshihiro　Otsuka　………
1922年のD．H．ロレンス
　　一主人公の「成長」をめぐって一
英語学習における意欲の向．．ヒ
Do　you　want　kids？’に対する応答文の分析
非yes－no型の応答文の種類
Towards　Developing　lnference－Making　Skills
　　　　　　　　　　　　　　in　EFL　Reading
Four－Stagc　Peday．oglcal　Approach
　　　　　　　　　to　Speech－Act　Conjunction
AWAKENED　WAY
Critjcal　Review　of　Research　on　Extensive
　　　　Readillg　and　Vocabulary　Acquisition
????????? ?
????????、?
79
美…………89
喜…………111?
光…………131
光…………143
Takenori　Takahashi……　151
Taken ri　Takahashi……161
0samu　Yoshida…………173
Phillip　Rowles……・’…・…197
平成17年度英語コミュニケーション学科活動報告　…・…・…………・……221
平成17年・度英語コミュニケーション学科専任教員活動報告　……………225
《研究室便り》
　2005年8月、時代劇にしか出てこないような言葉が突如現れた：
刺客。衆議院選挙で自分の意にそぐわぬ・者を刺すため放たれた。
マスコミは面白がって連日報道し、国政選挙が国の将来の政治家
を選ぶというよりもワイドショー化した。その結果自民党が圧勝
し民主党惨敗。昔の自民党と社会党の時代に戻ったような議席配
分となった。The　New　York　Timesが日本人は中国共産党や北朝鮮
のようになぜ1党独裁を好むのか分析していた。我々はもう隣の
政治体制を笑えまい。
　さて、本年度から文系5学部の白山校舎一貫教育がスタートした。
ホテルを思わせるような瀟酒な校舎とその斬新な設計に、皆戸惑
いながらも顔に喜びをにじませていた4月は感動の月であった。
その感動の4月に、アメリカから若々しくももの静かな若手が我々
の仲間に加わった。これで本学科は英語教育を推進するための強
力な布陣を敷くことができた。まだまだ開墾半ばの英コミという
大地に、青々とした草木が育つよう願っている。
　本年度、本学科は白山校地一貫教育に合わせて1つの新たな試
みを行った。1年次のOral　Communication科目に習熟度別クラス
を1つ作り、3年次のSpeech　Communication科目にAdvanced　Class
を2つ作った。これにはコミュニケーション能力のある学生をよ
り上位のレベルに引き上げようという狙いがある。この試みは学
生からの要望が引き金となったものである。新たな試みが本学科
のレベルの向上になれば幸いである。
　夏休みアメリカに語学研修に出かけた学生が授業中「英コミで
学んでいることがアメリカの授業でもたくさんあった」と感想を
述べていた。生きた教育も本学科の目標である。そんな学生が多
くを学んだ恩師が白山台から去る。本学科設立に粉骨砕身の労を
とられた遠藤、大塚先生である。設立時の熱気を思うとやや感傷
的にもなるが、残された者は一層の学科発展に寄与する新たな意
気込みを示しながら、両先生をお送りしたい。今号は退任記念号
となった。（M．Suzuki）
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